
 

 

産業建設常任委員会資料 
都市安全部 公園河川課 

議案第 97 号 

工事請負契約（土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）対策工事（その１））の変更について 

 

資料１ 変更内容及び理由について 

 

１ 変更経緯 

 工事着手時の地元協議や現場踏査の結果を踏まえ、下記のとおり設計変更を行う。

（当初請負金額 216,260,000 円、変更請負額 236,813,500 円、20,553,500 円の増額） 

 

２ 変更内容および理由 

（１） 仮設防護柵の設置・撤去工の新設（約 1,610 千円増） 

 工事箇所に隣接する道路に設置する仮設防護柵について、当初は車両通行可能な簡

易フェンスの設置を予定していたが、地元調整の結果、工事期間短縮のための工事

ヤード確保や地域の安全性確保のため、車両通行止めとし、住宅側へ近接する防護

柵を設置する。【仮設平面図（２）】 

また、車両通行止めにより、配置不要となった交通誘導員を減員する。 

（２） 樹木伐採工・モノレール設置延長の増工（約 8,808 千円増） 

 作業効率の向上と安全施工の確保により工事期間の短縮を図るため、樹木伐採工の

範囲を増工する。また、現場斜面状況を踏まえ、効率的な資材搬路を確保するため、

モノレールの設置距離を増工する。【伐採平面図】【モノレール設置平面図】 

（３） 補強土工等の増工（約 6,446 千円増） 

 樹木伐採による現地踏査により、現場斜面の起伏に合わせた補強土工アンカーの割

付を行った結果、アンカー本数が増えたため増工する。併せて、既崩落箇所など、

不安定な斜面が露見されたため、落石防護網の設置を増工する。【補強土計画展開

図】 

（４） その他（約 3,690 千円増） 

 設計照査及び数量精査により増工する。 

 










